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（模造紙からKH-Coder により筆者作成（頻出150語））
　「資料」に関する文脈を見ると，大きく三つの
実践上課題が見えてくる。一つは，授業者の資料
収集の課題，特に身近な地域の資料収集の課題（①
ｄ，ｅ，ｈ）。もう一つは，児童に資料を集めさ
せたり，読み取らせたりする資料内容（視点や立
場など）に関する課題（①ａ，ｂ，ｆ，ｈ）。そ
して，児童の資料読み取りの技能（①ｃ，ｇ）で
ある。それぞれの課題を問いの形で表すと，「ど
うやって資料を集めればよいか」「どういう視点や
立場の内容を集めたり，読み取らせればよいか」
「どうやって資料読み取り技能を高めたらよい
か」となろう。
　教材に関すること
　「教材」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見てみると，次のようになる。
　「教材」に関する文脈を見ると，教材と子ども
の様子や経験との結び付き，問いにつながる教材
の収集に実践的課題があることがわかる。課題は，
「子どもの経験や問いに結び付く教材研究を，ど
のようにすればよいのか」となろう。
　教師にすること
　「教師」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見ていると，次のようになる。
　ここからは，現場での教師の社会科教育への関
心の低さや力量不足，そのような状況の中での社
会科に秀でた社会科教師の孤立感が窺える。課題
は，「現場においてどうすれば社会科教師の取り組
みへの理解や社会科教育への関心を高めることが
できるか」となろう。
　立場や視点に関すること
　「立場」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見てみると，次のようになる。
― ６ ―
図５　小学校グループ共起ネットワーク
（ KH-Coder により筆者作成）
図６　中・高グループ共起ネットワーク
（ KH-Coder により筆者作成）
②ａ　「…子どもの様子をみとった教材研
究…」
②ｂ　「…社会参画。地域教材。問題のもたせ
方。問題解決学習。…」
②ｃ　「…子どもの経験。結びつく。研究成果。
教材研究。問いと子どもの距離。…」
②ｄ　「…ネタの使い方。教材。探し方。ネッ
ト。本…」
③ａ　「…周りの教師の理解…」
③ｂ　「…社会科に力を入れれば入れるほど周
りから距離ができるような気がする。…生
活科との連携を図ろうとすると教師間の
連携が難しい。先生，みんなの力を入れて
いる教科があるから。マイナー教科感。…」
③ｃ　「…資料の選び方，読み取らせ方。教師
の出どころ。補助発問。…」
― ７ ―
　また，「視点」という単語を取り出して，その
前後の言葉を見てみると，次のようになる。
　ここからは，社会科の授業において複数の視点
から事象を見せたり，多様な立場に児童を立たせ
たりしたいという教師のこだわりが読み取れる。
課題は「どうすれば，複数の立場や視点から社会
が見れる授業をつくることができるか」となろう。
　経験に関すること
　「経験」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見てみると，次のようになる。
　ここからは，教材に関することで見たことと
同じような子どもの経験を大切にしたい教師のこ
だわりが読み取れる。
　事象に関すること
　「事象」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見ていると，次のようになる。
　ここからは，立場や視点に関することと同じ
ような教師のこだわりが見て取れる。
Ⅲ　ワークショップ「授業づくりの『こだ
わり』と『ひっかかり』とその乗り越え
方」にみる中・高等学校社会系教育実践
上の課題
１　中・高等学校教員のワークショップにおける
模造紙記述と単語の出現頻度
　2016年３月に開催されたワークショップに参加
した中・高等学校教員は，年齢や所属も異なる19
名であった 13）。グループを５つ（１グループ３～
４人）に分け，小学校と同様に行った。
　その結果，例えば図７のような模造紙が５枚作
成された。これらに記されたテキストをKH-Coder
によって単語の出現頻度を分析した結果，表２の
ような結果が得られた。
④ａ　「…どういう資料や立場に立たせるか。
学年団でどうそろえるのか。新任者。…」
④ｂ　「…子どもの問いや気付きでつながる授
業にしたい。子どもが社会を動かす立場な
ど。多様な立場に立つ授業にしたい。複数
の視点で事象を見直す。…」
④ｃ　「…二つ以上の立場，事象が必要。比較
により視点を生み出す。…」
④ｅ　「…単元計画。多面的な視点。授業モデ
ル。対照実験。…」
④ｆ　「…多様な立場に立つ授業にしたい。複
数の視点で事象を見直す。…」（④ｂと
同一）
④ｇ　「…二つ以上の立場，事象が必要。比較
により視点を生み出す。…」（④ｃと同一）
⑤ａ　「…時間の問題。探究の経験がない子ど
もたち。先生も含めて。資料を読み取る経
験，方法。…」
⑤ｂ　「…子どもの経験。結びつく。研究成果。
教材研究。問いと子どもの距離。気軽に発
言できる。…」
⑤ｃ　「…人ひとりの経験。知識。既有知識。
知識のある児童中心になってしまう。…」
⑥ａ　「…歴史事象を原因と結果の関係で説明
できるようにすること。…」
⑥ｂ　「…多様な立場に立つ授業にしたい。複
数の視点で事象を見直す。…」
⑥ｃ　「…自分の言葉で説明できる。会議でき
るように意見をつくらせるための社会的
事象の読み取り，かかわりをつくらせるこ
とで社会科を通して子どもが成長をする
ことを見せられるように…努力した
い。…」
⑥ｄ　「…二つ以上の立場，事象が必要。比較
により視点を生み出す。…」
図７　中・高グループの模造紙例（１／５）
２　共起ネットワークによる中・高等学校社会系
教育実践上の課題の抽出
　小学校グループと同様に，抽出語を共起ネット
ワークによる分析を行った（図６）。
　共起ネットワークによる分析によって，参加者
のこだわりやひっかかりから，次の①～⑦の話題
が実践上の課題として整理できる。
　①　学級経営に関すること
　②　内容に関すること
　③　知識に関すること
　④　問いに関すること
　⑤　教師に関すること
　⑥　評価に関すること
　⑦　指導要領に関すること
３　KW ICコンコーダンスによる中・高等学校社会
系教育実践上の課題の精緻化
　小学校グループと同様に，中・高グループで具
体的にどのような文脈の中で抽出語が使われたか
を，KWI C コンコーダンスによって具体的に見て
いく。
　学級経営に関すること
　図６にみられる中・高グループ共起ネットワー
クの単語の中から「経営」という単語を取り出し
て，その前後の言葉を見ると，次のようになる。
　ここからは，社会科教師の授業成立に関わる苦
悩を垣間見ることができる。課題は，「どのよう
な授業をつくり，行えば，授業と学級経営を両立
させることができるか」となろう。
　内容に関すること
　「内容」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見ていると，次のようになる。
　また，「出る」という単語を取り出して，その
前後の言葉を見てみると，次のようになる。
　内容については，主に，多様かつ現実の社会の
中で妥当な意見が議論において出るような学習内
容の設定が課題になっていることが読み取れる。
課題は，「どうすれば多様で現実的な意見が出る議
論を学習内容にすることができるか」となろう。
　知識に関すること
　「知識」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見てみると，次のようになる。
― ８ ―
①ａ　「…学級経営の理念と社会科授業実践は
分離不可能なはずだけど…。…」
①ｂ　「…学級経営，授業実践，円滑にいくか
どうか。…」
①ｃ　「…公平性の確保。子どもの意見，発言
回数。土俵を同じに。授業と学級経営。…」
①ｄ　「…学級経営。授業。自分のクラスがや
りにくい。…」
①ｅ　「…教科と学級経営の間での価値の捉え
方をどう考えたらよいのか？…」
②ａ　「…子どもの発達段階と学習内容，問い，
段階性はあるのか。…」
②ｂ　「…生徒同士が議論できる場面を設定す
ること。多様な考えが出る学習内容を設定
すること。立場を設定すること。…」
②ｃ　「…議論…様々な内容。構成員のちがい。
力関係。…」
②ｄ　「…入試に出る内容を優先（重要視）し
てしまう。…」
②ｅ　「…意見の妥当性をどう検証するのか。
授業の中で出てくる意見が社会から見た
ときにどうなのか。…」
②ｆ　「…生徒同士が議論できる場面を設定す
ること。多様な考えが出る学習内容を設定
すること。立場を設定すること。…」（②ｂ
と同一）
②ｇ　「…入試に出る内容を優先（重要視）し
てしまう。…」（②ｄと同一）
③ａ　「…知識を定着させるための教科書の読
み。本当にどこまでいるのか？論理を読み
解く。現代社会では知識のない議論も展開
されている。…」
③ｂ　「…専門性の差。知識のない議論はなし
なのか？人によって議論の意味が違う。…」
③ｃ　「…生徒の見取り。主観だけ。事実的知
識もテストで見取る。入試。…」
③ｄ　「…定期テスト。知識理解の比率は多い。
中学校３年間の訓練。…」
― ９ ―
　知識に関しては，議論（③ａ，③ｂ），テスト
（③ｃ，③ｄ），コンピテンシー（③ｅ），知識と
ネタ（③ｆ，③ｇ）と多岐にわたる。まさに，「社
会科で必要な知識って何？」という課題となろう。
　問いに関すること
　「問い」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見ていると，次のようになる。
　ここでは，歴史学習のレリバンスが問われてい
る。「歴史学習におけるレリバンスの高い価値ある
問いをどうつくるか？」が課題となっている。
　教師に関すること
　「教師」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見ていると，次のようになる。
　ここでは，これまで上述してきた知識に関す
ること，問いに関することに関連して，教師の
役割，重要性（力量）が問われている。「社会科
教師の役割や必要な力量って何？」となろう。
　評価に関すること
　「評価」という単語を取り出して，その前後の
言葉を見ていると，次のようになる。
　また，「入試」という単語を取り出して，その
前後の言葉を見ていると，次のようになる。
　評価については，「授業評価に関わること」と
「入試に関わること」の二つに大きく分けること
ができる。「授業評価をどうするか」と「入試へ
現実的に対応しながら授業をどうつくればよい
か」という課題である。
③ｅ　「…教師が自分の頭で考えられないとダ
メ。コンピテンシーを支える豊かな教科に
関わる知識を教師は持つべき。…」
③ｆ　「…単なる知識理解から脱皮できないネ
タ。思考力，判断力，表現力を培うネタの
開発…」
③ｇ　「…素材のすばらしさを大切にしたい。
社会科で必要な知識って何？…」
④ａ　「…なぜ？問い。歴史では難しい。…」
④ｂ　「…生活の中にない問いでは「なぜ」で
問うても仕方がないのでは？教師の経験
からだけでつくられた問い。子どもの経験
からなる問いはほとんどない。なぜフラン
ス革命は生じたのか？史資料の疑問から
つくる。現代につながる問い。フランス革命
と明治維新とどう違うのか？難しい。…」
⑤ａ　「…他の教師との連携の取り方。…」
⑤ｂ　「…教師が自分の頭で考えられないとダ
メ。コンピテンシーを支える豊かな教科に
関わる知識を教師は持つべき。社会科教師
による地域副読本づくりと学生のそれへ
の参画。…」（③ｅと一部同一）
⑤ｃ　「…思考の授業って子どもの頭の中まで
見えるの。社会科教師の果たす役割って何
なの。素材のすばらしさを大切にしたい。
　　社会科で必要な知識って何？教師と生徒
のキャッチボール。疑問を口にすること。
良い授業ってどんな授業。…」（③ｇと一
部同一）
⑤ｄ　「…生活の中にない問いでは「なぜ」で
問うても仕方がないのでは？教師の経験
からだけでつくられた問い。子どもの経験
からなる問いはほとんどない。…」（④ｂ
と同一）
⑥ａ　「…評価について。評価方法について。…」
⑥ｂ　「…ＰＤＣＡ。評価。…」
⑥ｃ　「…指導要領解説を通しての授業評価。…」
⑥ｄ　「…評価…目指す子ども像？入試？…」
⑥ｅ　「…事実的知識もテストで見取る。入
試。…」（③ｃと一部同一）
⑥ｆ　「…指導要領解説を通しての授業評価。
入試。学級経営。…」（⑥ｃと一部同一）
⑥ｇ　「…評価…目指す子ども像？入試？…」
（⑥ｄと同一）
⑥ｈ　「…授業後，面白かったと子どもから声
が聞けること。しかし，入試に間に合うよ
う教科書を終わらせることに追われ
る。…」
⑥ｉ　「…入試に出る内容を優先（重要視）し
てしまう。…」（②ｇと同一）
― １０ ―
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する学校―子ども･教員・親・地域で未来の学びを創造す
る―』英治出版，2014年，p.236
8)　7) 参照。
9)　ここで，ワールドカフェ形式と述べているのは，一般
に行われるワールドカフェであれば，２～３回メンバー
をかえながらラウンドを繰り返すが，今回は時間の制約
上，１ラウンド後は自由に回遊する形をとったため，厳
密なワールドカフェとはいえないためである。
10）  教員研修の先行研究には，例えば，村川正浩編著『授
業にいかす教師がいきるワークショップ方研修のすす
め』ぎょうせい，2005年などがある。また，ワールドス
タディの手法を用いた教員研修については，石井英真・
原田三朗・黒田真由美編著『Round Study 教師の学びを
アクティブにする授業研究－授業力を磨く！アクティ
ブ・ラーニング研修法－』東洋館出版社，2017年などが
ある。
11）社会科授業研究におけるテキストマイニングによる先
行研究には，例えば，以下のようなものがある。
峯明秀「マイニング・ソフトの利用による授業事実の
抽出」『大阪教育大学社会科教育学研究』第10号，2012
年，pp.21-30
小野間正己「授業コミュニケーションの分析をとおし
た社会科授業評価－GTMA，会話分析，ポートフォリ
オ分析をとおして－」『社会科教育研究』No.133，2018
年，pp.1－14
12) 本来，KWICコンコーダンスでは，検索語一語につき１
行ずつ表示されるが，紙数の関係と，文脈のわかりやす
さを考え，同一人物のものは一つにまとめてある。
13) 一部大学教員など中，高等学校教員経験者が含まれる。
　本研究は，学術研究助成基金助成金（基盤  17K04796）
「多様な学校現場の状況に対応し得る共同的な社会科授業
研究方法論の構築」（研究代表者：梅津正美）の成果の一部
である。
⑦ａ　「…指導要領との関係。…」
⑦ｂ　「…指導要領解説を通しての授業評価。
…」（⑥ｃと同一）
⑦ｃ　「…学習指導要領は必要なの。…」
